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※厚生労働省ホームページ、登録事務処理センターのホームページ　より引用








保育士登録はお済みですか？　★


　児童福祉法の改正により、平成15年11月29日から、従来の「保育士（保母）資格証明書」では、保育士として業務を行うことができなくなりました。


　今後、保育士として業務を行う者は、都道府県知事に登録し、保育士証の交付を受けることが必要です。





保育士登録について　★


　定　義　　保育士とは、登録を受け、保育士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行うことを業とする者です。





　登　録　　厚生労働大臣の指定する保育士を養成する学校その他の施設の卒業者又は都道府県知事が行う保育士試験の合格者が都道府県知事の登録を受けることにより保育士となります。





　名　称　独　占　　保育士でない者が、保育士又はこれに紛らわしい名称を使用することを禁止し、これに違反した者は罰せられます。





　守秘義務や信用失墜行為の禁止　　保育士には、守秘義務や信用失墜行為の禁止といった対人援助専門職としての義務が課せられます。





　資　質　の　向　上　　保育所に勤務する保育士は、相談・助言のための知識・技術の修得、維持及び向上に努める必要があります。





 ※保育士として業務を行っていない方については、必ずしも登録をする必要はなく、登録をしなくても保育士となる資格が無くなるわけではありません。ただし、今後保育士として業務を行おうと考えている方は、業務に就く前までに登録をしておく必要があります。








◎申請書類の受付から登録手続きが済むまで、２ヶ月程度かかります。ただし、書類不備等や、受付時期によっては、さらに時間がかかる場合もありますので、保育士としてお仕事をお考えの方は、できるだけ早めに手続きを行って下さい。











登録の流れ　★　


① 下記の登録処理事務センターから、保育士登録申請を行う際に必要な申請書や記入例などがセットされている「保育士登録の手引き」という書類を取り寄せる


② 「保育士登録の手引き」に同封されている専用の振込用紙を使用し、登録手数料（4,200円）を、郵便局で払い込む


③　必要書類を準備する


●保育士登録申請書　→　「保育士登録の手引き」に同封されている


●郵便振替払込受付証明書　→　「保育士登録の手引き」に同封されている3連式登録手数料払込用紙のうち、右端の部分


●保育士となる資格を証明する書類の原本　→　下記Ａ～Ｅのうちいずれか１つの書類


　　　Ａ：保育士（保母）資格証明書


　　　Ｂ：指定保育士養成施設卒業証明書


　　　Ｃ：保育士養成課程修了証明書


　　　Ｄ：保育士試験合格通知書


　　　Ｅ：平成17年度までに交付された以下の書類のうち、連続した3年間で全科目合格していることが確認できるもの


・保育士試験一部科目合格証明書 （平成15年度まで交付）


・保育士試験一部科目合格通知書 （平成16年度より交付）


※この場合、申請書別紙をダウンロードして記入し、申請書に添付する


　　●戸籍抄本または戸籍の個人事項証明書


→現在の氏名が婚姻等により、保育士となる資格を証明する書類に記載されている氏名と異なる場合のみ必要


④　申請書類を、郵便局の窓口で簡易書留郵便にて、登録事務処理センターへ送付する


⑤　保育士証の交付


申請先都道府県の審査・決定を経て、都道府県の備える保育士登録簿に申請者の氏名、本籍地、生年月日など定められた事項の登録を受け、保育士証が交付される





※詳しくは、登録事務処理センターのホームページをご覧になるか、登録事務処理センターへお問合せ下さい。








「保育士登録の手引き」の取寄せ、申請書類の受付、問合せ等　★


都道府県知事委託　保育士登録機関　


登録事務処理センター　（社会福祉法人　日本保育協会）


〒102-0083　東京都千代田区麴町1-6-2　アーバンネット麴町ビル６階


登録案内専用電話 ： 03-3262-1080　


肉声案内（平日） ：　9：00～17：00（ただし、祝日は除く。）


音声案内 ：　終日


登録案内ホームページ ： � HYPERLINK "http://www.hoikushi.jp" �http://www.hoikushi.jp�











